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Fig．9　Relationship　betweenδand　D・γh／c
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5．ま　とめ
　受働杭に作用する側方流動圧と変形の弾・粘塑性解
析および簡易推定法の提案を行った結果，以下の結論
が得られた．
（1）弾・粘塑性構成モデルである，関口・太田モデル
　を用いた有限要素解析は，模型実験のシミュレー
　ションの結果をみても，大変形についても十分追随
　できることが分かり，解析モデルとして妥当なもの
　である．
（2）想定した地盤モデルでの解析を行っだ結果，地盤
　変形，側方変位，側方流動圧について，杭の効果や
　側方流動圧分布がよく表現できているといえる．
（3）側方流動圧分布，地盤および杭の変形について簡
　易学定法を提案したが；変形において重要な指標と
　なるD・γh／cは，建設省土木研究所で提案された1
　値6）において重要な指標とされたγh／cと共通のも
　のであり，この提案式は妥当なものといえる．
　なお，本研究での数値計算には，長崎大学総合情報
処理センターFACOM　M－760／30を使用したことを付
記する．
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